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贋33療期の諸問題のうち,小児外科としてほ,新生児外

科疾巌をこ〆ついて我 の々治療経験を転とをこ報告するE
I_新生r,ELさ.外科.']い年の統計

当科で新年を望外料疾患のため入院由宇衡される新生児

数は年間33例--ノ朋例でも年平均詔?例を治療している.ま

ず昭和,i臓--より醐隼.髪で狂う2位年間を5年ごとに区切り,

それぞれの新教児外科症例数,新生児手術症例数を検討

Lた.保存療法も含めた新教児外科症例数は,甜隼まで

に53望例,うら手術症例数は肪蓬例にた--)した.各5年ご

との症例数は,確栗に増加Lているが,最近の昭和5約三

から60年までの5年間では,386例t7う新生児が緊急入院

し うち漫5且例 は漫%)が手術症例となったq

Ll.新生児外科.手術症例の予掻

この望り年間の症鮒確5L,膵暗つきe予後をみるため各5

年ごとに死亡率の推移を検討したも新生児期を越えた乳

児期遠隔時の死をニ:も含め,昭和洩通年-ノ̀壇鏑二は36%,船賃賢二

-h′5g埼:-は盟等%予51年-55年は望6%15転年一､60年は別E3/b'と

5年ごとをこ死亡率が減少している｡新教児外翻鼠数の診

断や治療†術後管理に対する進歩がうかがえるサ

:i.新生児手術症例の疾患璃度と予後

こ齢新生児手術症例の疾患を検討した･まずァ昭和櫓丑

年より55年が〕摘隼閣とや56年から60年の5年間で号主賓

新生児開音疾風の頻度を比較した.発売性腺礁紳lr::がもっ
とも多く予鎖肛チ消化管穿孔 膵ぎ破裂),食道開銀症,

麿酢＼ルエア骨腹壁破裂すむニルシニlスプルソグ病,横隔

膜-ルエアち腺担魔輿常症嘗先天性肥厚性幽門狭窄症な

どと続いてい紅 こ唐吊締ま凍小紙芝外科学会で行っている

全国規模の新生児外科症例袈計結果i)望櫛と同傾向であ-〕

た｡また過去摘年間と,56年から60年の5年間をみて苧

最近増加している疾患は,腺開銀蔽 消化管穿孔 所帯

ヘルニア魯腹壁破瓢 腸回転異常症平壊死性腺衆などで

予 ∴ 図1･,

これら手術症例の予後を,やはり過去脚緋を弱と.殿近

5年間で比較Lた,先天性腸閉鋳症ヶ消化管穿孔即,腺

回転輿常症などで,手術治療成績が著卿こ改善し.てい栄二S

姦離し,食道閉鎖症5),ヒルシュスプルエソダ蔽 などは

死亡率に大きな変動はなかった.肥厚性幽門狭窄鼠 へ

畑t目し里'rl･､

ルこア朕頓の手術症例にこの謝年間死亡例はなかったセ

しかし 全矧笑魔向であるが†横隔膜-ルニアぼ7生直

後発症の蚤璃症例が増加はチむLろ死亡率は上昇してい

た6㌧また壊死性腺炎の手術症例は致命的状態であった

が,6護琴二度に手術救命例をうることができたせ

･1.出生前言【粧されうる折生児外科疾患

このような新教児外科疾患に鋤Lて,成績をよさ封句上

させるたぬ 豊畳鳥教練より診断噸治療を進める釣みなと:,ず,

胎児期より診断がつき,出生挺後か㌃プ治療寧手術が迅速

にできる疾患もある,食道開銀症,卜I.指腹開銀症を含

めた小腸間鱒症などの消化管閉塞疾患 窪た胎児胸陸墨当

に凝滞陰影のみられる横隔膜ヘルニア,胎児体表より異

常隆起とLてあらわれる贋帯ヘルニア骨髄壁破裂砂柚尾

部奇形隊砂腹腔内に異常石灰化がみち-凍る飴優性腹膜炎

などが線質されている7う8)

､鰭竃でも胎児診断後,自然分娩や帝王切開分娩後をこ7

手術などの緊急治療を行って来た自十二指腸閉鎖症は5

例胎児診断され,卜二指腹吻合術の後サ全例共をこ生存し予

手術的予後確)良好であっ紅 小腺開銀症は2例に出生前

診断がされノ,小腺吻合術後の予後は良好であった｡ただ

腹壁破裂症鰍 軌尾部舟形腫症例の各1例は魯出生後迅

速な処置をしたが車掌な転帰となった｡また横隔膜-ル

エアの望例は,肺低形成9横隔膜欠損の巨大な症例で,

生後且時間と望矧誠実で緊急手術をしたがヲ残念な轄梁と

なった.このように疾患によyJ-,て鼠璃なものがあり,早

期診断がかな㌃)ずLも予後の改善をこつながっていないの

が現状である.

,-7.出生後.全身状態の~変化により診断される新生I,LLさ,

外科疾患

出生複号呼吸障害サ全身状饗の悪化などにより診断さ

れ,当餅をこ移送される疾患は†櫓隔膜ヘルニア亨食道開

銀症の触 謂破裂,壊死性腺衆†腸回転異常症噴騰緑捻

転症などでありセいずれも重篤状態に陥りやすく,緊急

だ)診断,手術が必要とされる(豪漫)や

今後胎児診断がなされ芦母体搬送がされたり,損教練

の状態の変化をこより畢期診断がされ,専門新生児外賓甘施

設-♂)愚生巳の移送により,治療成績の向上をぼかる余地
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閑適新生児手術症例繋主要疾患の症例数
---過去且5年発言弓と最近5年間の比較-

があると思われた.

li.新生児外相症例の県内分布

昭和57年か軽諸息軒までの5年間をこ経験した新盤児外

科症鮒漫90例をこつき,母親の任所あるいは実家の任所を

調べ,症例の県内分布を検討した,

新潟市内より36例 拍9%),下越地区より犯例 摘9%きき

申略服く∴りlt;(I/1日2-100㌧ 卜越一触く∴.i)I.I-)1J!)ト バいり.‥･

であ-つた∴下越地区丸 両津務を含む佐渡地方は?例で

あった ∈園漫),これらの症例はタ各地域における開業

医や隠倉病院の産婦人科巧､児料より,当小児外科をこ蔽

接移送される症例が多数であるが,当院期首Cuの管理

患児で当科をこ治療を依頼きれた新教を醍外科症例はァ190

例中禎溝例 (21%)をしめていた,これは特に昭和58年最

終号増加健闘こあ-1結 胎児診断苧母体移送が増加した

こと,未熟児管理}呼吸管狸を必蜜とする新生児中,節

生児外翻疾患が奮渡れサ診断車掌術される機会が増えた

7.新生児外相症例の休重別予後

この漫雲粉剤をこ.つき,教印寺体登別紅筆練を検討した9鮒

の症例は櫓望例朝望傍凱息500監未満の極小未熟児が)症例は

5例中3例の死亡でありず死亡率はそれぞれタ且4%,岩鼻
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養 漫 周産期をこ診断される新致児外科疾患

胎児診断,母体移送され うる疾患

食道開銀症

十二指腸閉塞鮎巨予腸閉鎖症

横隔膜ヘルニア

腰帯へれニア,腹壁破裂

紬尾部奇形腫

胎硬性腹膜衆

肺 愈泌尿器糸のう胞性疾患,など

生検,全身状態の悪化をこより移送 されJる疾患

食道搾弓級症

横隔膜-ルエア

腎破裂苛消化管穿孔

壊死性腺衆

巌回転凝滞症,腺軸捻転症声など

生昔時チ視診にて診断される疾患

誹粧

厨帯-ルこア,腹壁破裂,柚尾部落形膿など

腹蔵 魯畷吐などをこより,検蜜,診断 きれる疾患

腸閉鎖症,腸回転異常症,腐膜鷹

ヒルシュスプルング病

肥厚性幽門狭窄症,など

57車-(_;目上トー;-);=iEE.J!

素 謡 新生児外翻患児死亡原因
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熱児患児の衡襖管理が封書弓虹と成績の改善の努力を行う必

要があると考えられたサ

tLt, 新生児外科死亡症例の検討

昭和溝隼から削隼の相田例動 議5例 (畳8%)の死亡例

殿疾患を駿討すると,当然ながら横隔膜-ルエア,胃破

裂や贋滞-ルこア 砂腹壁破裂,食道閉鎖症などが多く含

護れていた.

この症例の死亡原因軌 もっとも影響のあったと考え

ih凍 る病態を検討した.術後軍機の急性期にはき疾患転運

休が)病態である呼吸不全や,敗血症 噂D且Cをエンドトキ

シンシ≡}ツタなどが多く,また合併する奇形 骨循環不変

によるものかみに)れ′た乞妻)一桁練炭願経過例でも経口摂取

感染などで香車な転帰となる症例もみぎ○れ,さらをこ術後

管理体制の整備,強化の必要があると考えられたすその

他,合併原因として,極小未熟児9染色体異常,頭蓋内

出血,腎不全などがみ琵jれ,閑適各科と翻協力治療の必

要性を痛感 Lた (濠盟主

!?. 新生児外科疾患の対処､治療

このように周産期の新生児外科疾患はヲある程度限定

療が遅れると予蛋鴇な級磯をこ陥 りやすく,また儀拙隼体

登や合併奇形が亜なるとさらをこ状態的監化 し9術後餐中

管理を必要とする汝新生児外科疾患の治療にあたってぼ,

紹介産婦人科履4愈小児科医と密なる連絡をとりながど),

畢描き診断を-Mjげ,麻酔医との協力で適切な時期紅革術を

字音hうことが必要である｡呼吸 中栄養管理は十分をこ行うが,

術後状願をこより可及的すみやかをこ経口栄養-移汚 したり,

気管内チ -,-ブの抜管時期,CPAPの期間などを決定
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ず るさ 合併疾風 禽併 馴 婆をみの が きず予 専門各科 と連

絡 を とる ことや,腎 不全 闘 志腹 膜透 析 な ど,貰う音に 辱敗 を穴も

症 闘 ご覧, 呈糾 ､板輸 血や変換輔 遁iを行 うな どの積極的 尉上紙

が濃 密 と考 え にノ凍 結 実際7胎 児水腫 をご謂破蛋鰻を合併 L

た新射 聖の術後で ,中心静脈 栄養 骨髄 琵菓透析 帝望&]叫胴 才

をこ及 ぶ巌 宴即 字数管理 で赦 針 だきた症例 ギつァ 腎破裂 砂場 紬

捻 転症 睡太 巌腸管 壊死 帝敗 血症 尋エ ン守 トキ シ ンシ =-讃､ソ

タ0二蘭 生 児の手術嵐 中心 静脈栄 養 ㊥交換輸 血で救 命で

きた症例 もあ -つた･

濁度孝明U)新生 児外科疾患 の治療 成績 を よ り向 上させ る

ため には, F汚毒蘭書診断後 ;/こ母体 や巌 をgaをスムー-封 こ専 門施

設 をこ移送 す ることや一心 奇形 額縁終 糸 な ど教鴇 な合併 奇

形 を持 つ新 生 児麿 科愚児己帯関連 各科が)医療 チ一一一ムに よる

治療 スケ ジ }-ルをだて る､ことや予未熟 児 申極小未熟 児

の術 前 勿術後管機首を よ をき効 果的 に∴行 うことな どが必 変で

あ る. 蓬た 人工呼 吸管理 歯栄 養管琴 な どで簾中治療 を変

す る 症 例 が 薮な -鳶 職 合や,数 ケ馴 こお よぷ画 し､静脈栄

養 や)長 期 呼 吸 管 理 を 必 饗 と す る場 合, 小児外剛 誇頚棟 をこお

け る 看 護 体 制 を 含 め た 治 療 体 制 aう確 立 や , 野脛 もJ 管理 が

求 め Lh凍 て い る と 考 え に_凍 ノた ｡
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